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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】単一セルのポイントツーマルチポイント（ＳＣ
－ＰＴＭ）通信を用いてマルチメディア同報通信マルチ
キャストサービス（ＭＢＭＳ）を提供するシステムの提
供。
【解決手段】システムは、ＭＢＭＳサービスに関係する
マルチキャストトラフィックチャネル（ＭＴＣＨ３２２
）のためのスケジューリング情報を物理ダウンリンク制
御チャネル（ＰＤＣＣＨ３３４）に送信することを促進
するように構成されているプロセッサを含む。第１の送
信において、スケジューリング情報３４０は、ＭＢＭＳ
サービスに関係する変調および符号化の情報３４８を含
む。第２の送信において、スケジューリング情報３４０
は、変調および符号化の情報の代わりにインジケータ３
５０を含む。インジケータ３５０は、ＭＢＭＳサービス
に関係し、ＭＢＭＳサービスのための第１の送信におい
て変調および符号化の情報を用いるようにユーザ機器に
指示する。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
本願明細書に記載された発明。
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
　（背景）
　従来のワイヤレス電気通信システムでは、基地局内の伝送装置が、セルとして公知の地
理的な領域全体に、信号を伝送する。技術の進化が進むにつれて、以前は不可能であった
サービスを提供することのできる、より高度なネットワークアクセス装置が導入されてき
た。この高度なネットワークアクセス装置は、基地局、または従来のワイヤレス電気通信
システム内の同等の装置よりも高度に進化した他のシステムおよびデバイスではなく、例
えば、拡張ノードＢ（ＥＮＢ）を含む場合がある。こうした高度なまたは次世代の装置は
、典型的には、本明細書では、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）装置と称される
。ＬＴＥ装置では、ワイヤレスデバイスが電気通信ネットワークへのアクセスを取得可能
な領域を、「ホットスポット」等の、「セル」以外の名前で称する場合がある。本明細書
中で用いるように、「セル」という用語は、ワイヤレスデバイスが、従来の移動デバイス
、ＬＴＥデバイス、または他のデバイスであるかには関係なく、ワイヤレスデバイスが電
気通信ネットワークへのアクセスを取得できる任意の領域を称するために使用される。
【０００２】
　電気通信ネットワークにおいてユーザが使用する可能性のあるデバイスは、携帯電話、
パーソナルデジタルアシスタント、ハンドヘルドコンピュータ、ポータブルコンピュータ
、ラップトップコンピュータ、タブレットコンピュータおよび同様のデバイス等の携帯端
末、および常駐型（ｒｅｓｉｄｅｎｔｉａｌ）ゲートウェイ、テレビ、セットトップボッ
クス等の固定端末の両方を含むことができる。こうしたデバイスは、本明細書では、ユー
ザ機器またはＵＥと称される。
【０００３】
　ＬＴＥベースの機器によって提供され得るサービスは、テレビ番組、ストリーミングビ
デオ、ストリーミング音声、および他のマルチメディアコンテンツの同報通信またはマル
チキャストを含み得る。このようなサービスは、一般的に、マルチメディア同報通信マル
チキャストサービス（ＭＢＭＳ）と称される。ＭＢＭＳは、単一セル全体にわたって、ま
たは連続的なセルもしくはオーバーラップするセル全体にわたって伝送され得る。ＭＢＭ
Ｓは、ポイントツーポイント（ＰＴＰ）通信またはポイントツーマルチポイント（ＰＴＭ
）通信を用いて、ＥＮＢからＵＥに通信され得る。ＰＴＰ通信は、ＥＮＢとユーザ機器と
の間に専用無線ベアラがあるという点で、従来のセルラネットワーク通信と類似している
。ＥＮＢからのＰＴＰ通信は、様々な強化（例えば、ハイブリッド自動リピート要求（Ｈ
ＡＲＱ）および高速適合）を用いた、ユーザ機器とＥＮＢとの間の通信の双方向性能に少
なくとも部分的に起因して、ユーザ機器との高品質の通信を可能にし得る。ＰＴＰ通信を
用いて、非常に多くの数のユーザ機器がＥＮＢと通信する場合には、かなりの量のオーバ
ーヘッドが、ＰＴＰ通信を確立し、維持するために必要とされ得、かなりの量の利用可能
なスペクトルが占有され得る。
【０００４】
　ＰＴＭ通信は、データまたはサービスを複数のユーザに同報通信するために、専用チャ
ネルまたは専用搬送波を利用することを含み得る。特定の量のオーバーヘッドがＰＴＭ通
信を開始するために必要とされ得るが、オーバーヘッドは、比較的小さく、ＵＥの数に関
連して変化しない場合がある。すなわち、より多くのＵＥがＰＴＭ通信を利用する場合、
ＰＴＭ通信を確立し、維持するために必要なオーバーヘッドは、ほぼ同じままである。Ｐ
ＴＭ通信は、また、新たな追加ユーザに対し必要とされる新たな伝送がないので、ＵＥの
数が増加するにつれ、スペクトル効率を向上し得る。いくつかの場合において、ＰＴＭ通
信は、単一セルに限定され、通信は、ＥＮＢとそのセルの１つ以上のＵＥとの間に限定さ
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れる。このような限定された通信は単一セルＰＴＭ（ＳＣ－ＰＴＭ）通信と称される。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本開示のより完全な理解のために、添付の図面および発明を実施するための形態に関し
て述べられる、以下の簡単な説明を参照する。ここで、同一の参照番号は同一のパーツを
表す。
例えば、本願発明は以下の項目を提供する。
（項目１）
　単一セルポイントツーマルチポイント「ＳＣ－ＰＴＭ」通信を用いてマルチメディア同
報通信マルチキャストサービス「ＭＢＭＳ」を提供するシステムであって、
　ＭＢＭＳサービスに関連するマルチキャストトラフィックチャネル「ＭＴＣＨ」に対す
るスケジューリング情報を物理ダウンリンク制御チャネル「ＰＤＣＣＨ」に伝送すること
を促進するように構成されているプロセッサを備え、第１の伝送において、該スケジュー
リング情報は、該ＭＢＭＳサービスに関連する変調情報および符号化情報を含み、第２の
伝送において、該スケジューリング情報は、該変調情報および符号化情報の代わりにイン
ジケータを含み、該インジケータは、該ＭＢＭＳサービスに関連し、該ＭＢＭＳサービス
に対する該第１の伝送において、該変調情報および符号化情報を用いるようにユーザ機器
に指示する、システム。
（項目２）
　前記プロセッサは、ユーザｉｄの代わりにサービス識別子「ｉｄ」を含む前記ＰＤＣＣ
Ｈスケジューリング情報の伝送を促進するようにさらに構成されている、項目１に記載の
システム。
（項目３）
　前記プロセッサは、第１のチャネル上での第１のＭＴＣＨ伝送および第２のチャネル上
での第２のＭＴＣＨの伝送を促進するようにさらに構成され、その結果、該第１のチャネ
ルおよび該第２のチャネルは受信器によって別個のチャネルとして受信可能である、項目
１または項目２に記載のシステム。
（項目４）
　前記システムは、前記第１の伝送に続いて、前記第２の伝送を行うように構成されてい
る、項目１～３のいずれか１項に記載のシステム。
（項目５）
　前記システムは、拡張ノードＢを含む、項目１～４のいずれか１項に記載のシステム。
（項目６）
　前記プロセッサは、ＭＢＭＳ特有の不連続受信「ＤＲｘ」スケジュールのマルチキャス
ト制御チャネル「ＭＣＣＨ」を介する伝送を促進するようにさらに構成されている、項目
１～５のいずれか１項に記載のシステム。
（項目７）
　単一セルポイントツーマルチポイント「ＳＣ－ＰＴＭ」通信を用いてマルチメディア同
報通信マルチキャストサービス「ＭＢＭＳ」を受信するユーザ機器「ＵＥ」であって、
　関心のあるＭＢＭＳサービスに関連するマルチキャストトラフィックチャネル「ＭＴＣ
Ｈ」のための物理ダウンリンク制御チャネル「ＰＤＣＣＨ」において該ＵＥに伝送される
スケジューリング情報を受信することを促進するように構成されているプロセッサを備え
、第１の受信された伝送において、該スケジューリング情報は、該ＭＢＭＳサービスを受
信するために該プロセッサによって用いられる変調情報および符号化情報を含み、第２の
受信された伝送において、該スケジューリング情報は、該変調情報および該符号化情報の
代わりにインジケータを含み、該プロセッサは、該インジケータの受信に応答して該第１
の伝送からの該変調情報および該符号化情報を用い、該ＭＢＭＳサービスを受信するよう
に構成されている、ユーザ機器。
（項目８）
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　前記プロセッサは、前記ＵＥに関連するユーザｉｄの代わりにサービス識別子「ｉｄ」
を含む前記ＰＤＣＣＨスケジューリング情報の伝送を受信することを促進するようにさら
に構成されている、項目７に記載のＵＥ。
（項目９）
　前記プロセッサは、拡張ノードＢから複数のＭＴＣＨを受信することを促進するように
さらに構成され、該複数のＭＴＣＨの各々は、前記ＵＥの受信器によって別個のチャネル
において受信される、項目７または項目８に記載のＵＥ。
（項目１０）
　前記ＵＥは、前記第１の伝送に続いて前記第２の伝送を受信するように構成されている
、項目７～９のいずれか１項に記載のＵＥ。
（項目１１）
　前記インジケータは、単一のビットを含む、項目７～１０のいずれか１項に記載のＵＥ
。
（項目１２）
　単一セルポイントツーマルチポイント「ＳＣ－ＰＴＭ」通信を用いてマルチメディア同
報通信マルチキャストサービス「ＭＢＭＳ」を提供する方法であって、
　ＭＢＭＳサービスに関連するマルチキャストトラフィックチャネル「ＭＴＣＨ」に対す
るスケジューリング情報を物理ダウンリンク制御チャネル「ＰＤＣＣＨ」に伝送すること
を包含し、第１の伝送において、該スケジューリング情報は、該ＭＢＭＳサービスに関連
する変調情報および符号化情報を含み、第２の伝送において、該スケジューリング情報は
、該変調情報および該符号化情報の代わりにインジケータを含み、該インジケータは、該
ＭＢＭＳサービスに関連し、該ＭＢＭＳサービスのための該第１の伝送において該変調情
報および該符号化情報を用いるようにユーザ機器に指示する、方法。
（項目１３）
　コンピューティングデバイスのプロセッサによって実行可能なコンピュータ読み取り可
能命令を格納するコンピュータ読み取り可能媒体であって、該コンピュータ読み取り可能
命令は、項目１２に記載の方法のステップを該デバイスに実装させる、コンピュータ読み
取り可能媒体。
（項目１４）
　単一セルポイントツーマルチポイント「ＳＣ－ＰＴＭ」通信を用いてマルチメディア同
報通信マルチキャストサービス「ＭＢＭＳ」を受信する方法であって、
　関心のあるＭＢＭＳサービスに関連するマルチキャストトラフィックチャネル「ＭＴＣ
Ｈ」のための物理ダウンリンク制御チャネル「ＰＤＣＣＨ」においてユーザ機器「ＵＥ」
に伝送されるスケジューリング情報を該ＵＥにおいて受信することであって、第１の受信
された伝送において、該スケジューリング情報は、該ＭＢＭＳサービスを受信するために
該プロセッサによって用いられる変調情報および符号化情報を含み、第２の受信された伝
送において、該スケジューリング情報は、該変調情報および該符号化情報の代わりにイン
ジケータを含む、ことと、
　該インジケータを受信することに応答して、該ＭＢＭＳサービスを受信するために該Ｕ
Ｅにおいて該第１の伝送からの該変調情報および該符号化情報を用いることと
　を包含する、方法。
（項目１５）
　コンピューティングデバイスのプロセッサによって実行可能なコンピュータ読み取り可
能命令を格納するコンピュータ読み取り可能媒体であって、該コンピュータ読み取り可能
命令は、項目１４に記載の方法のステップを該デバイスに実装させる、コンピュータ読み
取り可能媒体。
（項目１６）
　単一セルポイントツーマルチポイント「ＳＣ－ＰＴＭ」通信において不連続受信「ＤＲ
ｘ」を提供するシステムであって、
　マルチメディア同報通信マルチキャストサービス「ＭＢＭＳ」特有の不連続受信「ＤＲ
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ｘ」スケジュールのマルチキャスト制御チャネル「ＭＣＣＨ」を介する１以上のユーザ機
器「ＵＥ」への伝送を促進するように構成されている拡張ノードＢ「ＥＮＢ」を備え、該
ＭＢＭＳ特有のＤＲｘスケジュールは、１以上のＭＢＭＳのサービススケジューリング機
会に関連する、システム。
（項目１７）
　前記ＥＮＢは、多重化することなしに、１以上のＵＥに複数のＭＴＣＨを伝送するよう
に構成されている、項目１６に記載のシステム。
（項目１８）
　前記ＭＢＭＳ特有のＤＲｘスケジュールは、特有のＭＢＭＳサービス、複数のＭＢＭＳ
サービスを含むサービスグループ、または１以上のＭＢＭＳサービスおよび複数のＭＢＭ
Ｓサービスを含む１以上のサービスグループのいずれかに関連する、項目１６または１７
に記載のシステム。
（項目１９）
　単一セルポイントツーマルチポイント通信を受信するユーザ機器「ＵＥ」であって、
　単一セルポイントツーマルチポイント「ＳＣ－ＰＴＭ」環境においてマルチメディア同
報通信マルチキャストサービス「ＭＢＭＳ」特有の不連続受信「ＤＲｘ」を受信するよう
に構成されているプロセッサを備え、該プロセッサは、複数の関心のあるＭＢＭＳのうち
の少なくとも１つを決定すること、該ＭＢＭＳ特有のＤＲｘを用いて、該ＤＲｘによって
指定される持続期間中にウェイクすること、該関心のあるＭＢＭＳを受信することとを行
うようにさらに構成され、電力を保存するために該持続期間に基づきスリープするように
さらに構成されている、ユーザ機器。
（項目２０）
　単一セルポイントツーマルチポイント「ＳＣ－ＰＴＭ」通信において不連続受信「ＤＲ
ｘ」を提供する方法であって、
　拡張ノードＢ「ＥＮＢ」において、マルチキャスト制御チャネル「ＭＣＣＨ」を介して
、マルチメディア同報通信マルチキャストサービス「ＭＢＭＳ」特有の不連続受信「ＤＲ
ｘ」スケジュールを１以上のユーザ機器「ＵＥ」に伝送することを包含し、該ＭＢＭＳ特
有のＤＲｘスケジュールは、１以上のＭＢＭＳのサービススケジューリング機会に関連す
る、方法。
（項目２１）
　コンピューティングデバイスのプロセッサによって実行可能なコンピュータ読み取り可
能命令を格納するコンピュータ読み取り可能媒体であって、該コンピュータ読み取り可能
命令は、項目２０に記載の方法のステップを該デバイスに実装させる、コンピュータ読み
取り可能媒体。
（項目２２）
　単一セルポイントツーマルチポイント通信を受信する方法であって、
　ユーザ機器「ＵＥ」において、
　単一セルポイントツーマルチポイントの「ＳＣ－ＰＴＭ」環境においてマルチメディア
同報通信マルチキャストサービス「ＭＢＭＳ」特有の不連続受信「ＤＲｘ」を受信するス
テップと、
　関心のある複数のＭＢＭＳのうちの少なくとも１つを決定するステップと、
　該ＭＢＭＳ特有のＤＲｘを用いて、該ＤＲｘによって指定される持続期間中にウェイク
することによって、該関心のあるＭＢＭＳを受信するステップと、
　電力を保存するために該持続期間に基づきスリープするステップと
　を包含する、方法。
（項目２３）
　コンピューティングデバイスのプロセッサによって実行可能なコンピュータ読み取り可
能命令を格納するコンピュータ読み取り可能媒体であって、該コンピュータ読み取り可能
命令は、項目２２に記載の方法のステップを該デバイスに実装させる、コンピュータ読み
取り可能媒体。
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（項目２４）
　マルチメディア同報通信マルチキャストサービス「ＭＢＭＳ」をスケジューリングする
ワイヤレス電気通信ネットワークにおけるネットワーク制御エンティティであって、
　単一セルポイントツーマルチポイント「ＳＣ－ＰＴＭ」通信において実質的に半持続性
サービス率を有するマルチキャストトラフィックチャネルを伝送することを促進するよう
に構成されているプロセッサを備え、該プロセッサは、マルチキャスト制御チャネル「Ｍ
ＣＣＨ」において該ＭＴＣＨに関連するスケジューリング情報を提供することを促進する
ようにさらに構成されている、ネットワーク制御エンティティ。
（項目２５）
　前記実質的に一定のサービス率は、音声ベースのサービスを含む、項目２４に記載のネ
ットワーク制御エンティティ。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
【図１】図１は、本開示の一実施形態に従う、移動通信ネットワークを示す。
【図２】図２は、本発明の一実施形態に従う、移動通信ネットワーク内のセルを示す。
【図３】図３は、本開示の種々の実施形態のいくつかで動作可能な、マルチメディア同報
通信マルチキャストサービス伝送の構造の図である。
【図４】図４は、本開示の種々の実施形態のいくつかで動作可能なモバイルデバイスを含
むワイヤレス通信システムの図である。
【図５】図５は、本開示の種々の実施形態のいくつかで動作可能なモバイルデバイスのブ
ロック図である。
【図６】図６は、本開示の種々の実施形態のいくつかで動作可能なモバイルデバイス上に
実装され得るソフトウェア環境の図である。
【図７】図７は、本開示の種々の実施形態のいくつかに適した、汎用コンピュータシステ
ムを示す。
【発明を実施するための形態】
【０００７】
　（詳細な説明）
　本開示の１つ以上の実施形態の例示的な実施例を以下に示すが、開示されたシステムお
よび／または方法は、現在公知であるか、既に存在しているかに関係なく、任意の数の技
術を用いて実施してもよいことを理解されたい。本開示は、本明細書中に図示および記載
される例示的なデザインおよび実施例を含む、以下に図示される、例示的な実施例、図面
、および技術に制限すべきではなく、その均等物の全範囲と共に、添付の請求項の範囲内
において、修正してもよい。
【０００８】
　一実施形態では、単一セルポイントツーマルチポイント（ＳＣ－ＰＴＭ）通信を用いて
マルチメディア同報通信マルチキャストサービス（ＭＢＭＳ）を提供するシステムが開示
される。このシステムは、ＭＢＭＳサービスに関連するマルチキャストトラフィックチャ
ネル（ＭＴＣＨ）に対するスケジューリング情報を物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤ
ＣＣＨ）に伝送することを促進するように構成されているプロセッサを備えている。第１
の伝送において、該スケジューリング情報は、該ＭＢＭＳサービスに関連する変調情報お
よび符号化情報を含む。第２の伝送において、該スケジューリング情報は、該変調情報お
よび符号化情報の代わりにインジケータを含む。このインジケータは、該ＭＢＭＳサービ
スに関連し、該ＭＢＭＳサービスに対する該第１の伝送において、該変調情報および符号
化情報を用いるようにユーザ機器に指示する。
【０００９】
　別の実施形態では、単一セルポイントツーマルチポイント（ＳＣ－ＰＴＭ）通信を用い
てマルチメディア同報通信マルチキャストサービス（ＭＢＭＳ）を受信するユーザ機器（
ＵＥ）が開示される。このＵＥは、関心のあるＭＢＭＳサービスに関連するマルチキャス
トトラフィックチャネル（ＭＴＣＨ）のための物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣ
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Ｈ）において該ＵＥに伝送されるスケジューリング情報を受信することを促進するように
構成されているプロセッサを備えている。第１の受信された伝送において、該スケジュー
リング情報は、該ＭＢＭＳサービスを受信するために該プロセッサによって用いられる変
調情報および符号化情報を含む。第２の受信された伝送において、該スケジューリング情
報は、該変調情報および該符号化情報の代わりにインジケータを含む。このプロセッサは
、該インジケータの受信に応答して該第１の伝送からの該変調情報および該符号化情報を
用い、該ＭＢＭＳサービスを受信するように構成されている。
【００１０】
　一実施形態では、単一セルポイントツーマルチポイント（ＳＣ－ＰＴＭ）通信において
不連続受信（ＤＲｘ）を提供するシステムが開示される。このシステムは、マルチメディ
ア同報通信マルチキャストサービス（ＭＢＭＳ）特有の不連続受信（ＤＲｘ）スケジュー
ルのマルチキャスト制御チャネル（ＭＣＣＨ）を介する１以上のユーザ機器（ＵＥ）への
伝送を促進するように構成されている拡張ノードＢ（ＥＮＢ）を備えている。このＭＢＭ
Ｓ特有のＤＲｘスケジュールは、１以上のＭＢＭＳのサービススケジューリング機会に関
連する。
【００１１】
　別の実施形態において、単一セルポイントツーマルチポイント通信を受信するユーザ機
器（ＵＥ）が提供される。このＵＥは、単一セルポイントツーマルチポイント（ＳＣ－Ｐ
ＴＭ）環境においてマルチメディア同報通信マルチキャストサービス（ＭＢＭＳ）特有の
不連続受信（ＤＲｘ）を受信するように構成されているプロセッサを備えている。このプ
ロセッサは、複数の関心のあるＭＢＭＳのうちの少なくとも１つを決定すること、該ＭＢ
ＭＳ特有のＤＲｘを用いて、該ＤＲｘによって指定される持続期間中にウェイクすること
、該関心のあるＭＢＭＳを受信することとを行うようにさらに構成され、電力を保存する
ために該持続期間に基づきスリープするようにさらに構成されている。
【００１２】
　一実施形態では、マルチメディア同報通信マルチキャストサービス（ＭＢＭＳ）をスケ
ジューリングするワイヤレス電気通信ネットワークにおけるネットワーク制御エンティテ
ィが開示される。このネットワーク制御エンティティは、単一セルポイントツーマルチポ
イント「ＳＣ－ＰＴＭ」通信において実質的に半持続性サービス率を有するマルチキャス
トトラフィックチャネルを伝送することを促進するように構成されているプロセッサを備
えている。このプロセッサは、マルチキャスト制御チャネル「ＭＣＣＨ」において該ＭＴ
ＣＨに関連するスケジューリング情報を提供することを促進するようにさらに構成されて
いる。
【００１３】
　図１は、本開示の一実施形態に従う、例示的なセルラネットワーク１００を図示する。
セルラネットワーク１００は、複数のセル１０２１、１０２２、１０２３、１０２４、１
０２５、１０２６、１０２７、１０２８、１０２９、１０２１０、１０２１１、１０２１

２、１０２１３、および１０２１４（セル１０２と総称される）を含んでもよい。当業者
には明らかなように、セル１０２のそれぞれは、拡張ノードＢ（ＥＮＢ）からの通信によ
って、セルラネットワーク１００のセルラサービスを提供するための受信可能エリアを表
す。セル１０２は、重複しない受信可能エリアを有するものとして図示されているが、当
業者は、セル１０２のうちの１つ以上は、隣接セルと部分的に重複する受信可能領域を有
してもよいことを理解されよう。さらに、特定の数のセル１０２が図示されているが、当
業者は、セルラネットワーク１００により多いまたは少ないセル１０２を含んでもよいこ
とを理解されよう。
【００１４】
　セル１０２のそれぞれに、１つ以上のＵＥ１０が存在してもよい。１つのみのセル１０
２１２内に１つのみのＵＥ１０が図示されているが、セル１０２のそれぞれに、複数のＵ
Ｅ１０が存在してもよいことが、当業者に明らかであろう。セル１０２のそれぞれのＥＮ
Ｂ２０は、従来の基地局のものと同様の機能を実行する。すなわち、ＥＮＢ２０は、ＵＥ
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１０および電気通信ネットワーク内の他のコンポーネントの間の無線リンクを提供する。
また、ＥＮＢ２０は、セル１０２１２内のみに示されているが、ＥＮＢは、セル１０２の
それぞれに存在することを、理解されたい。さらに、ＥＮＢ２０以外の無線リンクを使用
し得る。中央制御１１０は、また、セルラネットワーク１００に存在し得、セル１０２内
のワイヤレスデータ伝送のいくつかを監視する。
【００１５】
　複数のセル１０２のうちの１つ以上におけるＭＢＭＳの伝送は、２つのコンポーネント
、マルチキャスト制御チャネル（ＭＣＣＨ）とマルチキャストトラフィックチャネル（Ｍ
ＴＣＨ）とを含み得る。ＭＣＣＨがＭＢＭＳに関連する制御情報を配信している間に、Ｍ
ＴＣＨは、ＭＢＭＳの実際のコンテンツを配信する。ＭＣＣＨは、ＭＴＣＨ内のコンテン
ツがＥＮＢによってどのように配信され、ＵＥによってどのように受信されるかを明確化
するキー制御情報を含み得る。
【００１６】
　図２は、セル１０２１２のより詳細な図を示す。セル１０２１２内のＥＮＢ２０は、ト
ランスミッタ２７、レシーバ２９、および／または他の公知の装置を介して、通信を促進
できる。また、他のセル１０２内に同様の装置が存在してもよい。他のセル１０２内と同
様に、複数のＵＥ１０が、セル１０２１２内に存在する。本開示において、セルラシステ
ムまたはセル１０２は、シグナル伝送等の特定のアクティビティに関するものとして記載
されているが、当業者には容易に明らかであるように、これらのアクティビティは、実際
には、セルを含むコンポーネントによって実行される。
【００１７】
　セルラネットワーク１００内のセル１０２の各々は、ＭＢＭＳおよび他のサービスを、
ＰＴＰ通信を用いて、またはＰＴＭ通信を用いて、ＵＥに通信するように動作し得る。Ｕ
Ｅは、セルラネットワーク１００を用いて通信し得る任意のデバイスを含み得る。例えば
、ＵＥは、セルラネットワーク１００を用いて通信し得る、セルラ電話、ラップトップコ
ンピュータ、ナビゲーションシステム、または当業者に公知の任意の他のデバイスを含み
得る。いくつかの実施形態において、複数のセル１０２のうちのいくつかは、ＰＴＰ通信
を用いてサービスを通信するようにのみ動作し得、そして／または複数のセル１０２のう
ちのいくつかは、ＰＴＭ通信を用いてサービスを通信するようにのみ動作し得る。
【００１８】
　セル１０２の１つ以上におけるＭＢＭＳの伝送は、２つのコンポーネント、マルチキャ
スト制御チャネル（ＭＣＣＨ）およびマルチキャストトラフィックチャネル（ＭＴＣＨ）
を含むことができる。ＭＴＣＨは、ＭＢＭＳの実際のコンテンツを配信し、一方で、ＭＣ
ＣＨは、ＭＢＭＳに関連する制御情報を配信する。ＭＣＣＨは、ＭＴＣＨ内のコンテンツ
がどのように配信されるかを指定する、重要な制御情報を含んでもよい。ＭＣＣＨの構成
情報は、同報通信制御チャネル（ＢＣＣＨ）内に伝送してもよい。セル１０２のそれぞれ
は、ＵＥ１０に、セル１０２で利用可能なＭＢＭＳについての情報および他の情報を提供
するために、ＢＣＣＨにおいて情報を伝送してもよい。ＵＥ１０のうちの１つが電力をア
ップさせる（ｐｏｗｅｒ　ｕｐ）場合、ＢＣＣＨを受信し、ＢＣＣＨ内に含まれるＭＣＣ
Ｈ構成を読み出し、１つ以上のＭＴＣＨをどのように受信するかを、ＭＣＣＨ制御情報か
ら決定することができる。
【００１９】
　ＭＣＣＨ制御情報は、２つの部分、すなわち、マスター制御情報およびサービス制御情
報に分けてもよい。マスター制御情報は、プライマリＭＣＣＨ（Ｐ－ＭＣＣＨ）情報と称
することもでき、サービス制御情報は、セカンダリＭＣＣＨ（Ｓ－ＭＣＣＨ）情報と称す
ることもできる。Ｓ－ＭＣＣＨ情報は、ＭＴＣＨをどのように受信可能であるかについて
の情報を含むことができる。Ｐ－ＭＣＣＨ情報は、Ｓ－ＭＣＣＨ情報を直接含むことがで
きる、または、Ｓ－ＭＣＣＨ情報を読み出すことができる位置へのポインタを含むことが
できる。
【００２０】
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　Ｓ－ＭＣＣＨ情報は、１つ以上のＭＴＣＨ伝送のための制御情報を含んでもよい。これ
は、１つ以上のＭＴＣＨのためのスケジューリング情報、１つ以上のＭＴＣＨのための変
調および符号化情報、およびＳＦＮ関連のパラメータを含んでもよい。複数のＭＴＣＨが
、単一のＥＮＢ２０によって伝送されることがあり、Ｓ－ＭＣＣＨ情報の異なるセットが
、それぞれのＭＴＣＨで必要になることがあるため、Ｓ－ＭＣＣＨ情報の複数のセットは
、単一のＥＮＢ２０によって伝送されたＢＣＣＨに関連付けられる場合がある。
【００２１】
　ＭＴＣＨおよびＭＣＣＨは、論理的な、上層チャネルである。ＭＴＣＨおよびＭＣＣＨ
が伝達される下層トランスポートチャネルは、典型的には、ＭＢＭＳマルチキャストチャ
ネル、マルチキャストトランスポートチャネル、または、ＭＢＳＦＮの場合には（マルチ
セル動作）の場合には、単に、ＭＣＨと称される。ＰＴＭ通信において、ＭＴＣＨおよび
ＭＣＣＨ論理層チャネルは、（例えば、ダウンリンク共有チャネル（ＤＬ－ＳＣＨ））下
層トランスポート層の部分にマッピングされ得る。図３は、ＭＢＭＳ伝送３００の構造を
示す。伝送３００は、ＭＣＣＨ部分３１０およびＭＴＣＨ部分３２０を含む。ＭＣＣＨ３
１０およびＭＴＣＨ３２０は、ＭＣＨ層３３０にトランスポートされる。ＭＣＣＨ３１０
は、Ｐ－ＭＣＣＨ部分３１２およびＳ－ＭＣＣＨ部分３１４を含む。ＭＴＣＨ部分３２０
は、それぞれ、異なるＭＢＭＳに対応する、複数の個々のＭＴＣＨ３２２を含む。４つの
ＭＴＣＨ３２２が示されているが、より多いまたは少ない数のＭＴＣＨ３２２が存在する
場合がある。さらに、同じＤＬ－ＳＣＨ３３０上に伝達されるものとして、ＭＣＣＨ部分
３１０およびＭＴＣＨ部分３２０が示されているが、いくつかの場合では、ＭＣＣＨ部分
３１０およびＭＴＣＨ部分３２０は、異なるＭＣＨ上で伝達されてもよい。
【００２２】
　ＳＣ－ＰＴＭ通信に対して、ＤＬ－ＳＣＨ３３０は、ＥＮＢによって、同一のセル内の
１つのＵＥまたは複数のＵＥに伝送され得る。かなり変化する伝送率を有するいくつかの
ＭＢＭＳに対して、スケジューリングは、サービス受信効率およびスペクトル効率を向上
させるために必須であり得る。ＥＮＢは、すべてのＭＴＣＨに関連するスケジューリング
情報をＵＥに提供し得、この情報は、ＭＢＭＳコンテンツを含む。
【００２３】
　ＭＢＭＳサービスに対するデータパケットのサイズが動的であるので、特定のレベルの
動的スケジューリングが典型的に必要とされる。データは、通常長さが１ｍｓであるサブ
フレームを用いてＵＥに通信され得る。これらのサブフレームは、スケジューリング部分
とデータ部分とを含む。物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）３３４とも称され
得るスケジューリング部分は、スケジューリング情報３４０を提供し得、このスケジュー
リング情報３４０は、ユーザｉｄ　３４２（またはユーザグループｉｄ）、サービスｉｄ
　３４４、リソーススケジュール３４６、ならびに変調および符号化方式３４８を含み得
る。ユーザｉｄ　３４２（またはユーザグループｉｄ）は、伝送されるＭＴＣＨが意図さ
れるセル内の特定のＵＥ（または特定のＵＥグループ）を指定し得る。例えば、ユーザｉ
ｄ　３４２（またはユーザグループｉｄ）は、ＭＴＣＨが、特定のユーザｉｄ　３４２に
よって受信され得るか、または特定のユーザｉｄ　３４２を意図していることを明確化し
得る。開始時間、終了時間、および持続期間情報を含むサービスタイミングを含み得るリ
ソーススケジュール３４６は伝送される。リソーススケジュール３４６は、また、周期性
およびリソース割り当て情報を含み得る。スケジューリング情報３４０は、また、変調お
よび符号化方式（ＭＳＣ）３４８情報を含み得る。
【００２４】
　ＳＣ－ＰＴＭ同報通信の性質（例えば、その永続性または半永続性、高速適合性ＭＳＣ
を望まない能力など）に起因して、サブフレーム（１ｍｓ）ベースの情報（例えば、変調
および符号化方式３４８）の動的スケジューリングは、不要であり得、有効でない場合が
あり得る。本開示は、通常、最初に、スケジューリング情報３４０の一部として変調およ
び符号化方式３４８を提供することを企図する。しかしながら、引き続く伝送は、変調お
よび符号化方式３４８を含まない場合があるが、その代わりに、インジケータ３５０（例
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えば、フラグまたは単一ビット）を含み得、このインジケータ３５０は、ＵＥに、以前に
受信した変調および符号化方式３４８を使用するように指示する。ＥＮＢは、定期的に、
変調および符号化方式３４８に、セルに入り、特定のサービスを受けることに関連する新
たなＵＥの利益を提供し得る。多くの異なるシーケンスまたは期間が、変調および符号化
方式３４８が伝送される場合に対するインジケータ３５０が伝送される場合に関して使用
され得、これら全ては本開示の精神および範囲内である。定期的に送信することによって
、例えば、変調および符号化方式３４８の代わりに、単一ビットのみがＵＥおよびスペク
トルに対してより有効になる。インジケータ３５０は、また、割り当てられたリソースが
複数のサブフレームに対して変更しない場合を識別するために使用され得る。
【００２５】
　一実施形態において、ＥＮＢは、ＰＤＣＣＨ　３３４を用いて、スケジューリング情報
をＵＥに提供する。ＳＣ－ＰＴＭ通信の性質が、主に単一方向性であり、多くのＵＥにと
って、この環境においてフィードバックを提供することが望ましくあり得るので、ユーザ
ｉｄ　３４２は、不必要である場合がある。そのように、本開示は、スケジューリング情
報３４０がユーザｉｄ　３４２を含まないが、代わりにサービスｉｄ　３４４を提供し、
このサービスｉｄ　３４４がＭＴＣＨによって搬送される特有のサービスを指定する（例
えば、サービスｉｄは、特定のＴＶ番組を指定し得る）ことをさらに企図する。
【００２６】
　いくつかのＭＢＭＳに対して、伝送データ率は、一定であり得るか、あるいは、例えば
、オーディオ用途などの場合にはＵＥによって周期的な時間サイクルにわたり公知であり
得るか、または予測可能であり得る。予測可能なデータ率を有するこのようなＭＢＭＳに
対して、より動的なスケジューリングは不必要であり得る。永続的なスケジュールを有す
るサービスに対して、本開示は、ＳＣ－ＰＴＭを用いて、ＭＴＣＨおよびＭＣＣＨをＵＥ
に伝送して、ＭＣＣＨにスケジューリング情報３４０を提供することをＥＮＢに提供する
。場合によって、ＭＣＣＨにおいていくつかのベースでスケジューリング情報３４０を提
供することは、各サブフレームにおいてスケジューリング情報３４０を提供することに関
連するオーバーヘッドを低減し得る。
【００２７】
　別の実施形態において、ＭＢＭＳ特有の不連続受信（ＤＲｘ）である、ＭＢＭＳサービ
ススケジューリング機会は、ＵＥに決定され得、信号送信され得る。このことは、ＵＥが
所望のサービスをウェイクし、引き出すことを可能にするが、ＵＥに関心のないサービス
を信号伝達している間ＵＥがスリープすることを可能にすることによって、ＵＥのリソー
スを保存する。この実施形態において、ＥＮＢは、ＭＣＣＨを介してＤＲｘに関するＵＥ
に信号を送り得る。いくつかの実施形態において、ＭＢＭＳまたは複数のＭＢＭＳに対し
て特有の情報のＤＲｘ（サービスグループとも称される）は、ＵＥに送信され得る。この
態様において、ＵＥは、指定されていないかまたは関心のないＭＴＣＨが伝送される間ウ
ェイクし得る。ＵＥは、次いで、指定されているかまたは関心のあるＭＴＣＨが伝送され
ない期間にはスリープし得る。有効なＤＲｘは、ＵＥ電力を保存することによってバッテ
リ寿命を延長するために、ＳＣ－ＰＴＭ通信に実装され得る。
【００２８】
　ＳＣ－ＰＴＭ通信において、ＥＮＢは、ＭＣＳを利用し得、ＭＣＳは、サービスコンテ
ンツのデータビットを伝送するための当業者に公知の直交位相シフトキーイング変調（Ｑ
ＰＳＫ）方式を含む。このようなＭＣＳにおいて、サービスは、６６ビット程度に小さい
データブロックまたはフレームで伝送され得る。このような小さなブロックで伝送するこ
との結果として、有意なパディングが、伝送オーバーヘッドを低減するために必要とされ
得ない。結果として、複数のサービスを単一のＭＴＣＨに多重化することは、必要でない
場合がある。実際には、複数のサービスを単一のＭＴＣＨに多重化することは、セル内の
ＤＲｘを実装することを効率的に低減し得る。多重化を用いると、ＵＥは、複数の多重化
されたサービスを含むＭＴＣＨコンテンツを受容するために必要な時間の一部の間オンに
され続ける必要があり得る。次いで、ＵＥは、グループから１つの指定されたサービスを
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引き出すために、サービスを逆多重化する必要があり得る。多重化されたサービスを受容
するために必要な時間は、指定されたサービスを別個に受容するために必要な時間よりも
かなり大きくなり得る。
【００２９】
　ＳＣ－ＰＴＭ通信システムの一実施形態において、ＥＮＢは、複数の別個ＭＴＣＨを介
して複数の別個のサービスを伝送し得、ここで、ＭＴＣＨは、多重化されない。セル内の
ＤＲｘを向上させることに加え、伝送スペクトル効率は、ＳＣ－ＰＴＭ通信システム内で
多重化することなしに、向上され得る。多重化を回避することによって、システムは、Ｕ
Ｅによる再伝送要求の数が大きい場合に伝送の降下を回避する。多くの再伝送要求が、セ
ル内のＵＥによって発行される場合には、システムは、不必要なサービスをＥＮＢから要
求されたサービスと共に伝送することを回避し、その結果、伝送のためのスペクトル効率
を低減することを回避する。
【００３０】
　図４は、ＭＢＭＳ伝送３００等の、複数のＭＢＭＳ伝送の同報通信および／またはマル
チキャストが生じる、複数のＭＢＳＦＮを図示する。第１のＭＢＳＦＮ４２０は、セル１
０２１、１０２２、１０２４、１０２６、１０２７、１０２９、１０２１１、および１０
２１２を含む。第２のＭＢＳＦＮ４３０は、セル１０２３、１０２６、および１０２８を
含む。第３のＭＢＳＦＮ４４０は、セル１０２５、１０２７、および１０２１０を含む。
すなわち、第１のＭＢＭＳの同報通信および／またはマルチキャストは、第１のＭＢＳＦ
Ｎ４２０内で生じるものと想定することができ、第２のＭＢＭＳの同報通信および／また
はマルチキャストは、第２のＭＢＳＦＮ４３０で生じるものとして想定することができ、
第３のＭＢＭＳの同報通信および／またはマルチキャストは、第３のＭＢＳＦＮ４４０で
生じるものとして想定することができる。
【００３１】
　ＵＥ１０は、ディスプレイ４０２を含む。ＵＥ１０はさらに、ユーザによる入力のため
に、概して４０４と称されるタッチ操作面、キーボードまたは他の入力キーを含む。キー
ボードは、ＱＷＥＲＴＹ、Ｄｖｏｒａｋ、ＡＺＥＲＴＹ、およびシーケンシャルタイプ、
または電話キーパッドに関連付けられるアルファベット文字を有する従来の数字キーパッ
ド等の、完全なまたは簡略化された英数字キーパッドにしてもよい。入力キーは、さらな
る入力機能を提供するために、内側方向に押し下げてもよい、トラックホイール、ｅｘｉ
ｔまたはｅｓｃａｐｅキー、トラックボール、および他のナビゲーションまたは機能キー
を含んでもよい。ＵＥ１０は、ユーザが選択するオプション、ユーザが作動させる制御、
および／またはユーザが方向付けるカーソルまたは他のポインタを示してもよい。
【００３２】
　ＵＥ１０はさらに、ＵＥ１０の動作を構成するための、ダイヤルする番号または種々の
パラメータ値を含む、ユーザからのデータ入力を受け入れてもよい。ＵＥ１０はさらに、
ユーザコマンドに応答して、１つ以上のソフトウェアまたはファームウェアアプリケーシ
ョンを実行してもよい。これらのアプリケーションは、ユーザインタラクションに応答し
て、種々のカスタマイズされた機能を実行するために、ＵＥ１０を構成してもよい。さら
に、ＵＥ１０は、例えば、ワイヤレス基地局、ワイヤレスアクセスポイント、またはピア
ＵＥ１０から、無線でプログラムおよび／または構成してもよい。
【００３３】
　ＵＥ１０で実行可能な種々のアプリケーションに、ウェブブラウザがあり、これにより
、ディスプレイ４０２は、ウェブページを示すことができる。ウェブページは、ワイヤレ
スネットワークアクセスノード、セルタワー、ピアＵＥ１０、または任意の他のワイヤレ
ス通信ネットワークまたはシステム４００によって、ワイヤレス通信を介して、取得して
もよい。ネットワーク４００はインターネット等の有線ネットワーク４０８に接続される
。ワイヤレスリンクおよび有線ネットワークを介して、ＵＥ１０は、サーバ４１０等の種
々のサーバ上の情報へのアクセスを有する。サーバ４１０は、ディスプレイ４０２に示さ
れてもよいコンテンツを提供してもよい。あるいは、ＵＥ１０は、リレータイプまたはホ
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ップタイプの接続において、中間物として働くピアＵＥ１０を通って、ネットワーク４０
０にアクセスしてもよい。
【００３４】
　図５は、ＵＥ１０のブロック図を示す。ＵＥ１０の種々の公知のコンポーネントが示さ
れているが、一実施形態では、リストされたコンポーネントおよび／またはリストされて
いないさらなるサブセットは、ＵＥ１０に含まれてもよい。ＵＥ１０は、デジタルシグナ
ルプロセッサ（ＤＳＰ）５０２およびメモリ５０４を含む。示されるように、ＵＥ１０は
さらに、アンテナおよびフロントエンド装置５０６、無線周波数（ＲＦ）トランシーバ５
０８、アナログベースバンド処理装置５１０、マイクロフォン５１２、イヤホンスピーカ
５１４、ハンドセットポート５１６、入出力インターフェース５１８、取り外し可能メモ
リカード５２０、ユニバーサルシリアルバス（ＵＳＢ）ポート５２２、短距離ワイヤレス
通信サブシステム５２４、アラート５２６、キーパッド５２８、タッチ操作面５３０を含
んでもよい液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）、ＬＣＤコントローラ５３２、電荷結合デバイス
（ＣＣＤ）カメラ５３４、カメラコントローラ５３６、およびグローバルポジショニング
システム（ＧＰＳ）センサ５３８を含んでもよい。一実施形態では、ＵＥ１０は、タッチ
操作画面を提供しない別の種類のディスプレイを含んでもよい。一実施形態では、ＤＳＰ
５０２は、入出力インターフェース５１８を通過することなく、メモリ５０４と直接通信
してもよい。
【００３５】
　ＤＳＰ５０２またはコントローラあるいは中央処理装置のいくつかの他の形式は、メモ
リ５０４内に格納される、またはＤＳＰ５０２内自体に含まれるメモリ内に格納される、
埋め込みソフトウェアまたはファームウェアに従って、ＵＥ１０の種々のコンポーネント
を制御するために、動作する。埋め込みソフトウェアまたはファームウェアに加え、ＤＳ
Ｐ５０２は、メモリ５０４に格納される、または取り外し可能メモリカード５２０のよう
なポータブルデータストレージメディア等の情報伝達媒体、または有線あるいはワイヤレ
スネットワーク通信を介して利用可能になる、他のアプリケーションを実行してもよい。
アプリケーションソフトウェアは、所望の機能性を提供するために、ＤＳＰ５０２を構成
するマシン読み込み可能な命令のコンパイルされたセットを含んでもよい、またはアプリ
ケーションソフトウェアは、図ＤＳＰ５０２を間接的に構成するために、インタープリタ
またはコンパイラによって処理される高度なソフトウェア命令にしてもよい。
【００３６】
　アンテナおよびフロントエンド装置５０６は、ワイヤレスシグナルおよび電気的シグナ
ルの間を切り替えるために提供されてもよく、これにより、ＵＥ１０は、セルラネットワ
ークまたはいくつかの他の利用可能なワイヤレス通信ネットワークからの、またはピアＵ
Ｅ１０からの情報を送受信することができる。一実施形態では、アンテナおよびフロント
エンド装置５０６は、ビーム形成および／または複数入力複数出力（ＭＩＭＯ）動作をサ
ポートするために、複数のアンテナを含んでもよい。当業者には公知であるように、ＭＩ
ＭＯ動作は、困難なチャネル条件を克服する、および／またはチャネルのスループットを
向上させるために使用可能な、空間的多様性を提供してもよい。アンテナおよびフロント
エンド装置５０６は、アンテナチューニングおよび／またはインピーダンス一致コンポー
ネント、ＲＦ電力増幅器、および／または低雑音増幅器を含んでもよい。
【００３７】
　ＲＦトランシーバ５０８は、周波数偏移、受信したＲＦシグナルのベースバンドへの変
換、およびベースバンド伝送シグナルのＲＦへの変換を提供する。いくつかの記載におい
て、無線トランシーバまたはＲＦトランシーバは、変調／復調、符号化／復号化、インタ
ーリーブ／逆インターリーブ、拡散／非拡散、逆高速フーリエ変換（ＩＦＦＴ）／高速フ
ーリエ変換（ＦＦＴ）、サイクリックプリフィクス追加／除去、および他のシグナル処理
機能等の、他のシグナル処理機能を含むことが理解される場合がある。便宜上、ここでの
記載は、ＲＦおよび／または無線ステージと、このシグナル処理の記載を別にしており、
また、アナログベースバンド処理装置５１０および／またはＤＳＰ５０２または他の中央
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処理装置へのそのシグナル処理を、概念的に割り当てる。いくつかの実施形態において、
ＲＦトランシーバ５０８、アンテナおよびフロントエンド５０６の一部、およびアナログ
ベースバンド処理装置５１０は、１つ以上の処理装置および／または特定用途向け集積回
路（ＡＳＩＣ）に組み合わせてもよい。
【００３８】
　アナログベースバンド処理装置５１０は、入力および出力の種々のアナログ処理、例え
ば、マイクロフォン５１２およびハンドセット５１６からの入力およびイヤホン５１４お
よびハンドセット５１６への出力のアナログ処理を提供してもよい。そのために、アナロ
グベースバンド処理装置５１０は、ＵＥ１０を携帯電話として使用できるようにする、内
蔵マイクロフォン５１２およびイヤホンスピーカ５１４への接続のためのポートを有して
もよい。アナログベースバンド処理装置５１０はさらに、ハンドセットまたは他のハンズ
フリーマイクロフォンおよびスピーカ構成への接続のためのポートを有してもよい。アナ
ログベースバンド処理装置５１０は、あるシグナル方向におけるデジタル・アナログ変換
、および反対のシグナル方向におけるアナログ・デジタル変換を提供してもよい。いくつ
かの実施形態では、アナログベースバンド処理装置５１０の機能の少なくともいくつかを
、デジタル処理コンポーネント、例えば、ＤＳＰ５０２または他の中央処理装置によって
、提供してもよい。
【００３９】
　ＤＳＰ５０２は、変調／復調、符号化／復号化、インターリーブ／逆インターリーブ、
拡散／非拡散、逆高速フーリエ変換（ＩＦＦＴ）／高速フーリエ変換（ＦＦＴ）、サイク
リックプリフィクス追加／除去、およびワイヤレス通信に関連付けられる他のシグナル処
理機能を実行してもよい。一実施形態では、例えば符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）技術の
応用例において、トランスミッタ機能のために、ＤＳＰ５０２は、変調、符号化、インタ
ーリーブ、および拡散を実行してもよく、レシーバ機能のために、ＤＳＰ５０２は、非拡
散、逆インターリーブ、復号化、および復調を実行してもよい。別の実施形態では、例え
ば、直交波周波数分割多重アクセス（ＯＦＤＭＡ）技術の応用例において、トランスミッ
タ機能のために、ＤＳＰ５０２は、変調、符号化、インターリーブ、逆高速フーリエ変換
、およびサイクリックプリフィクス追加を実行してもよく、レシーバ機能のために、ＤＳ
Ｐ５０２は、サイクリックプリフィックス除去、高速フーリエ変換、逆インターリーブ、
復号化、および復調を実行してもよい。他のワイヤレス技術の応用例において、さらに他
のシグナル処理機能およびシグナル処理機能の組み合わせを、ＤＳＰ５０２によって、実
行してもよい。
【００４０】
　ＤＳＰ５０２は、アナログベースバンド処理装置５１０を介して、ワイヤレスネットワ
ークと通信してもよい。いくつかの実施形態では、通信は、インターネット接続を提供し
てもよく、こうして、ユーザは、インターネット上のコンテンツへのアクセスを得ること
ができ、電子メールまたはテキストメッセージを送受信することができる。入出力インタ
ーフェース５１８は、ＤＳＰ５０２および種々のメモリおよびインターフェースと相互接
続する。メモリ５０４および取り外し可能なメモリカード５２０は、ＤＳＰ５０２の動作
を構成するために、ソフトウェアおよびデータを提供してもよい。インターフェースでは
、ＵＳＢインターフェース５２２および短距離ワイヤレス通信サブシステム５２４にして
もよい。ＵＥ１０を充電するためにＵＳＢインターフェース５２２を使用してもよく、パ
ーソナルコンピュータまたは他のコンピュータシステムと情報を交換するために、ＵＥ１
０を周辺デバイスとして機能させてもよい。短距離ワイヤレス通信サブシステム５２４は
、ＵＥ１０が、他の隣接する携帯デバイスおよび／またはワイヤレス基地局とワイヤレス
で通信することを可能にしてもよい、赤外線ポート、ブルートゥースインターフェース、
ＩＥＥＥ８０２．１１準拠ワイヤレスインターフェース、または任意の他の短距離ワイヤ
レス通信サブシステムを含んでもよい。
【００４１】
　入出力インターフェース５１８はさらに、トリガされた場合に、ＵＥ１０が、例えば、
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呼び出し音、メロディの演奏、または振動によって、ユーザに通知できるようにする、ア
ラート５２６へＤＳＰ５０２を接続させてもよい。アラート５２６は、着信、新しいテキ
ストメッセージ、および約束のリマインダ等の、種々のイベントのいずれかへ、無音の振
動、または特定の発信者のための特定の事前指定されたメロディの再生によって、ユーザ
に注意を促すためのメカニズムとして機能してもよい。
【００４２】
　キーパッド５２８は、ユーザが、選択を実行する、情報を入力する、およびＵＥ１０へ
の入力を実行するためのあるメカニズムを提供するために、インターフェース５１８を介
して、ＤＳＰ５０２に連結する。キーボード５２８は、ＱＷＥＲＴＹ、Ｄｖｏｒａｋ、Ａ
ＺＥＲＴＹおよびシーケンシャルタイプ、または電話キーパッドに関連付けられるアルフ
ァベット文字を有する従来の数字キーパッド等の、完全なまたは簡略化英数字キーパッド
にしてもよい。入力キーは、トラックホイール、ｅｘｉｔまたはｅｓｃａｐｅキー、トラ
ックボール、およびさらに入力機能を提供するために内部に押し下げられてもよい、他の
ナビゲーションまたは機能キーを含んでもよい。別の入力メカニズムは、タッチスクリー
ン機能を含んでもよい、さらに、ユーザへテキストおよび／またはグラフィックス表示し
てもよい、ＬＣＤ５３０にしてもよい。また、ＬＣＤコントローラ５３２は、ＤＳＰ５０
２をＬＣＤ５３０へ連結する。
【００４３】
　装備されている場合、ＣＣＤカメラ５３４により、ＵＥ１０は、デジタル画像を撮影す
ることができる。ＤＳＰ５０２は、カメラコントローラ５３６を介して、ＣＣＤカメラ５
３４と通信する。別の実施形態では、電荷結合デバイスカメラ以外の技術によって動作す
るカメラを使用してもよい。ＧＰＳセンサ５３８は、グローバルポジショニングシステム
シグナルを復号化するために、ＤＳＰ５０２に結合されるため、ＵＥ１０は、その位置を
決定することができる。さらに、さらなる機能、例えば、ラジオおよびテレビの受信を提
供するために、種々の他の周辺機器を含んでもよい。
【００４４】
　図６は、ＤＳＰ５０２によって実施してもよい、ソフトウェア環境６０２を図示する。
ＤＳＰ５０２は、ソフトウェアの残りが動作するプラットフォームを提供するオペレーテ
ィングシステムドライバ６０４を実行する。オペレーティングシステムドライバ６０４は
、ワイヤレスデバイスハードウェアのドライバに、アプリケーションソフトウェアにアク
セス可能な標準化インターフェースを提供する。オペレーションシステムドライバ６０４
は、ＵＥ１０上で実行するアプリケーションの間の制御を伝達する、アプリケーション管
理サービス（「ＡＭＳ」）６０６を含む。さらに図６において、ウェブブラウザアプリケ
ーション６０８、メディアプレイヤーアプリケーション６１０、およびＪａｖａ（登録商
標）アプレット６１２が示されている。ウェブブラウザアプリケーション６０８は、ウェ
ブブラウザとして動作するために、ＵＥ１０を構成するため、ユーザは、情報をフォーム
に入力し、ウェブページを読み出しおよび閲覧するためのリンクを選択できる。メディア
プレイヤーアプリケーション６１０は、音声または音声視覚メディアを読み出しおよび再
生するために、ＵＥ１０を構成する。Ｊａｖａ（登録商標）アプレット６１２は、ゲーム
、ユーティリティ、および他の機能を提供するために、ＵＥ１０を構成する。コンポーネ
ント６１４は、本開示に関連する機能を提供してもよい。
【００４５】
　図１のＵＥ１０、ＥＮＢ２０、および中央制御１１０ならびにセル１０２に関連付けら
れてもよい他のコンポーネントは、その上にかかる必要な負荷を処理するために、十分な
処理電力、メモリリソース、およびネットワークスループット機能を有する任意の汎用コ
ンピュータを含んでもよい。図７は、本明細書中に開示される１つ以上の実施形態を実施
するために適していてもよい、典型的な、汎用コンピュータシステム７００を図示する。
コンピュータシステム７００は、セカンダリストレージ７５０、読み出し専用メモリ（Ｒ
ＯＭ）７４０、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）７３０、入出力（Ｉ／Ｏ）デバイス７
００、およびネットワーク接続デバイス７６０を含むメモリデバイスと通信する、プロセ
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ッサ７２０（中央プロセッサ装置またはＣＰＵと称されることもある）を含む。プロセッ
サは、１つ以上のＣＰＵチップとして実施されてもよい。
【００４６】
　セカンダリストレージ７５０は、典型的には、１つ以上のディスクドライブまたはテー
プドライブで構成され、ＲＡＭ７３０が、全てのワーキングデータを保持するために十分
な大きさでない場合に、データの非揮発性ストレージのために、また、オーバーフローデ
ータストレージデバイスとして、使用される。セカンダリストレージ７５０は、こうした
プログラムが実行のために選択された場合に、ＲＡＭ７３０にロードされるプログラムを
格納するために使用してもよい。ＲＯＭ７４０は、命令および、おそらくは、プログラム
実行中に読み込まれるデータを格納するために使用される。ＲＯＭ７４０は、典型的には
、セカンダリストレージのより大きいメモリ容量に対して小さいメモリ容量を有する、非
揮発性メモリデバイスである。ＲＡＭ７３０は、揮発性データを格納し、おそらくは命令
を格納するために使用される。ＲＯＭ７４０およびＲＡＭ７３０の両方へのアクセスは、
典型的に、セカンダリストレージ７５０よりも高速である。
【００４７】
　Ｉ／Ｏデバイス７００は、プリンタ、ビデオモニタ、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）、タ
ッチスクリーンディスプレイ、キーボード、キーパッド、スイッチ、ダイヤル、マウス、
トラックボール、音声認識装置、カードリーダ、ペーパーテープリーダ、または他の公知
の入力デバイスを含んでもよい。
【００４８】
　ネットワーク接続デバイス７６０は、モデム、モデムバンク、イーサネット（登録商標
）カード、ユニバーサルシリアルバス（ＵＳＢ）インターフェースカード、シリアルイン
ターフェース、トークンリングカード、ファイバー分散データインターフェース（ＦＤＤ
Ｉ）カード、ワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）カード、携帯通信（Ｇ
ＳＭ）無線トランシーバカードのための符号分割複数のアクセス（ＣＤＭＡ）および／ま
たはグローバルシステム等の無線トランシーバカード、および他の公知のネットワークデ
バイスの形態であってもよい。これらのネットワーク接続デバイス７６０は、プロセッサ
７２０が、インターネットまたは１つ以上のイントラネットと通信することを可能にする
。こうしたネットワーク接続では、プロセッサ７２０がネットワークからの情報を受信す
る、または、上記の方法のステップの実行中に、ネットワークへ情報を出力することが、
検討される。プロセッサ７２０を使用して実行される一連の命令として多くの場合表され
る、こうした情報は、例えば、搬送波として実行されるコンピュータデータシグナルの形
態で、ネットワークから受信、およびネットワークへ出力されてもよい。
【００４９】
　プロセッサ７２０を使用して実行されるデータまたは命令を含んでもよい、こうした情
報は、例えば、コンピュータデータベースバンドシグナルまたは搬送波内で実行されるシ
グナルの形態で、ネットワークから、およびネットワークへ、入出力されてもよい。ネッ
トワーク接続７６０によって生成される搬送波内で実行されるベースバンドシグナルまた
はシグナル、デバイスは、導電体内または導電体上、同軸ケーブル、導波管、光媒体、例
えば光ファイバー、または無線またはフリースペース内を伝播してもよい。ベースバンド
シグナルに含まれる情報または搬送波に埋め込まれるシグナルは、情報の処理または生成
あるいは情報の送受信のために望ましいように、異なるシーケンスに従い、順序決定され
てもよい。ベースバンドシグナルまたは搬送波に埋め込まれているシグナル、または本明
細書中で伝送媒体と称される、現在使用されているまたは今後開発される、他の種類のシ
グナルを、当業者に公知のいくつかの方法に従い、生成してもよい。
【００５０】
　プロセッサ７２０は、ハードディスク、フロッピー（登録商標）ディスク、光ディスク
（これらの種々のディスクベースのシステムは、全て、セカンダリストレージ７５０と考
えてもよい）、ＲＯＭ７４０、ＲＡＭ７３０、またはネットワーク接続デバイス７６０か
らアクセスする、命令、コード、コンピュータプログラム、スクリプトを実行する。１つ
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のみのプロセッサ７２０が示されているが、複数のプロセッサが存在してもよい。このた
め、命令は、プロセッサによって実行されるものとして記載されてもよいが、命令は、同
時に、順次に実行、または、１つまたは複数のプロセッサによって実行されてもよい。
【００５１】
　本開示において、いくつかの実施形態が提供されているが、本開示の精神または範囲か
ら逸脱しない限り、開示されたシステムおよび方法は、多数の他の特定の形式で実施でき
ることを理解されたい。また、本実施例は、制限的ではなく例示的なものとして考えるべ
きであり、本明細書内に記載されている詳細事項に制限されるものではない。例えば、種
々の要素またはコンポーネントは、別のシステムにおいて組み合わせまたは統合してもよ
い、あるいは特定の特徴を省略してもよい、または実施しなくてもよい。
【００５２】
　さらに、種々の実施形態中に、別個に、または区別して、記載および図示される技術、
システム、サブシステムならびに方法は、本開示の範囲から逸脱しない限り、他のシステ
ム、モジュール、技術、または方法と組み合わせし得るか、あるいは統合し得る。連結さ
れた、または直接連結された、あるいは、互いに通信するように、図示または記載される
他の項目は、電気的、機械的、またはその他の形態に関わらず、いくつかのインターフェ
ース、デバイス、または中間コンポーネントを介して、間接的に連結または通信してもよ
い。また、変更、置換、および改変の他の例が、当業者によって確認可能であり、本明細
書に開示されている精神および範囲を逸脱することなく、実行可能である。

【図１】

【図２】

【図３】
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